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報道関係各位  

エブリセンスジャパン株式会社  

日鉄ソリューションズ株式会社  

 

データ取引市場基盤を活用したスマートシティにおける  

ビジネスモデル実証が内閣府の SIP 事業に採択決定  

－スマートシティにおける新たな機能創出により  

Society5.0 実現に寄与－  

 

エブリセンスジャパン株式会社（注１）、日鉄ソリューションズ株式会社（注 2）

は、ソフトバンク株式会社（注 3）と共同で公募提案しておりました「戦略的イノ

ベーション創造プログラム（以下 SIP,注 4）第 2 期／ビッグデータ・AI を活用し

たサイバー空間基盤技術」に関する研究項目「スマートシティ実証研究／スマート

シティにおけるパーソナルデータと産業データのデータ取引市場による共有基盤

の実証」が、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構より実証研究

の委託先として採択されました。  

 

■採択された事業について  

SIP では、人・物・金に続く経営資源であるデータにより、サイバー空間とフィジ

カル空間が高度に融合した Society5.0（注 5）を実現することを目指しており、AI

を活用してデータから得られるインサイトに基づき、経済・社会システムがパラダ

イムシフトすることが期待されています。  

本事業では、産業車両の走行記録、人流データなど異分野の産業データを中立・公

平なデータ取引市場を介して世界標準かつオープンスタンダードな連携方式

（NGSI）を用いて相互流通させる基盤を構築するとともに、この基盤から得られる

スマートシティのデータを活用することで、東京都をフィールドに物流（陸送）に

おける課題解決を目指す実証実験を行います。  

また、そこで得られた結果を、スマートシティ・アーキテクチャ（注６）にフィー

ドバックを行うとともに、都市・地域が抱える実課題に対して AI やビッグデータ

等を活用して解決していくための持続可能なビジネスモデルの設計・開発を行うこ

とで新たなスマートシティ機能の創出を目指すもので、今年度末までに研究成果を

取りまとめ報告します。  



 

■採択された事業のイメージ

 

■各社の研究テーマおよび役割  

担当  概要  

ソフトバンク 多様な産業データをデータ取引市場において再販可能とする高付

加価値化処理の研究開発  

エブリセンスジャパン データ取引市場とスマートシティの国際標準インターフェイスによる相

互接続手法の研究開発  

日鉄ソリューションズ データ取引市場を利用した産業データの購入・分析加工・再販の

研究開発  

共同提案 3 社・東京都  都市開発地域における総合的な流出入データ変動の活用研究  

以上  

（注１）  エブリセンスジャパン株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長  北田 正己） 

（注２）  日鉄ソリューションズ株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長  森田 宏之） 

（注３）  ソフトバンク株式会社（本社：東京都港区、代表取締役 社長執行役員 兼 CEO 宮内 謙） 

（注４）  SIP とは https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sympo1412/about/index.html  

（注５）  Society5.0 とは https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html  

（注６）  スマートシティ・アーキテクチャとは https://jpn.nec.com/press/201911/20191108_01.html  

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞  

エブリセンスジャパン株式会社  広報担当  

E-mail： info@every-sense.com 

 

日鉄ソリューションズ株式会社  

E-mail：press@jp.nssol.nipponsteel.com  


